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パネルディスカッション 

「知りたい、聞きたい、伝えたい！ 

地域移行・地域生活のホンネ」 

 

（司会） お待たせいたしました。それでは、第

２部を開始いたします。第２部は、「知りたい、

聞きたい、伝えたい！地域移行・地域生活のホン

ネ」と題し、パネルディスカッションを行います。

パネリスト、コーディネーター、コメンテーター

の皆様、ご登壇ください。 

それでは、ご登壇いただいた皆さんをご紹介

いたします。 

まず、パネリストの皆様です。中央のテーブ

ル左から、東京都自立支援協議会副会長、特定非

営利活動法人自立生活センター・東大和理事長、

海老原宏美さんです。村中友江さんです。社会福

祉法人原町成年寮サザンクロスかつしか所長、久

保玄さんです。右側のテーブル、左から、西美紀

子さんです。相談支援センターあらかわ、地域移

行コーディネーター、小貫菜々さんです。続きま

して、コーディネーターです。左側のテーブル、

東京都自立支援協議会会長、武蔵野大学人間科学

部人間科学科教授、岩本操さんです。 

では、ここからのパネルディスカッションの

進行は、岩本会長にお願いいたします。 

（岩本） 改めまして、皆様、こんにちは。お忙

しいところ、セミナーにお越しいただきありがと

うございます。これから第２部ということで、パ

ネルディスカッションの進行を務めさせていただ

きます。第１部、今、吉野専門官から地域移行の

施策の動向ということで、限られた時間で、本当

に概要を絞ってお話していただきました。 

これから３チームというんですか、皆様に体

験談を含めていろいろお話をしていただくわけな

んですけれども、その背景として、私たちが生活

している施策ということを、まず背景としてつか

んで、それからお一人お一人の地域移行や地域生

活のリアルというのを、パネルディスカッション

では発題していただいて、皆様と一緒に考えられ

たらというふうに思っております。進行の都合で

休憩なしで、まず海老原さん、村中さん、久保さ

ん、西さん、小貫さんに１０分ずつ、３チームと

いうことで、１チーム２０分ずつご発題いただき

ます。それから休憩をとって、ちょっとやりとり、

ディスカッションしていきたいと思いますので。 

早速ではありますけれども、まず海老原さん

のほうからご発題をいただきたいと思います。お

願いいたします。 

（海老原） 皆さん、こんにちは。どうもはじめ

ましての方、たくさんいらっしゃると思います。

今、ご紹介いただきました、自立生活センター・

東大和の海老原と申します。 

 私の障害はＳＭＡという、脊髄性筋萎縮症とい

うんですけれども、進行性の難病で、現在はご覧

のとおりの人工呼吸器を使っていたり、胃ろうで

の経管栄養が必要な感じで、あと酸素も流してあ

ったりなんかして、医療的な部分もたくさん必要

になっているんですけれども、東京都の東大和市

というところで自立生活、一人暮らしを始めて、

今年で１７年になっています。 

 私が自立生活を選んだ理由なんですけれども、

大学のときに一度一人暮らしをしていたんですが、

卒業しても就職できる場所がなくて、何もやるこ

とがなくて１回実家に戻って、両親と３人で、兄

弟は、また別にいるんですけれども、両親と一緒

に生活をしていたんです。だけれども、私が大学

を卒業したぐらいの歳になれば、親もだんだん年

をとっていって、私は障害がどんどん重度化して、

いろいろ介助が増えていくわけです。「トイレに

行きたい」とか言っても母親に「さっき行ったで

しょう、何でそんなにトイレばっかり行くの、も

う腰が痛いんだから、後にしてくれ」とか、トイ

レですよ、そんな言われたり、「外出したい、買

い物行きたい」とか言っても、「もう、今日疲れ

てるから来週にしてくれ」とかいうふうに言われ

たりして、親のいつも体調を見ながらとか、顔色

を見ながら生活をしていくということに対するス

トレスが、私の中でどんどん大きくなっていった

んです。自分がやりたいこと全然できないなとい

う生活がしばらく続いていました。 

 それと同時に、イベントで韓国縦断野宿旅とい

うことをしたことがあって、１か月間韓国で旅を

していたんです。そのときに、その当時の韓国と

いうのは障害者が全然町に出ていなくって、障害

福祉の面ではすごく遅れていたんですが、なので

町の人は障害者に会ったこともない、見たことも

ない、障害者と話をしたこともないというふうな

人たちがほとんどだったんです。そういう中で旅

をして出会って、しゃべってみて、一緒にご飯を

食べてというような生活をしているうちに、そう

いう人たちが、障害があっても普通の人なんだね

と、自分たちと同じ人間なんだねということに気

づいてくれて、人が変わっていく。そして、その

人が例えば経営しているお店が変わっていくとか、
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対応が変わっていくというような現実というのか、

そういう現象を目の当たりにして、障害者という

のは、せっかく自分が障害を持った状態で生まれ

てきたんだから、それを最大限に生かす方法とい

うのは町に出て行って、いろんな人と出会って、

関わって、自分たちはこんなこと困っているんだ

とか、こういうことをちょっと手を貸してくれた

らすごく楽なのにな、助かるのになということを、

もう何げなく日常生活の中で伝えていくこと。こ

れをやること自体がすごく大きな仕事だし、そう

いうことが自分の人生にとってすごく大事なんだ

なということに気づいたんです。で、自立生活を

していこうと、いつまでも親の顔色を見ながら生

活をするんじゃなくて、自分がどういう生活をし

ていきたいかということを町にどんどん伝えてい

こうというふうに思ったのが、自立生活を選んだ

理由です。 

幸い、私の両親は全然、それに反対とかがな

くて、自立してくれるのはすごくいいことだと言

って、すごく応援してくれて、協力的だったとい

うことも良かったなと思います。 

ただ、その自立をするまでの準備の段階です

ね、大変なことは、やっぱり幾つかありました。 

大変なことというのとはちょっと違うんです

けれども、私が当時住んでたのは川崎市なんです。

川崎市から東京都の東大和市で自立をしようと思

って準備をしてたんですが、週に２回、電車とバ

スに乗って東大和まで出かけて行って、自立の準

備とか、例えばアパートを探したり、市役所に手

続に行ったりという準備をしていたんです。その

バスですね、問題は。私２４歳で自立したんです

けど、２４歳までバス一人で乗ったことなかった

んです。それで乗り方もよくわからないし、路線

図の見方もよくわからないし、時刻表もよくわか

らないという中で、いろいろ模索しながら、周り

の人に聞きながら乗って、自分が降りる停留所の

手前で降りますってピンポンを押すじゃないです

か、いつのタイミングで、どう押したらいいかわ

からなくて、ドキドキしっ放しなわけですよ。前

の停留所出た瞬間に押していいものなのか、もう

そろそろ着くぞというときに押すのか、手届くか

なとか、ちゃんと押せるかなとかドキドキして、

さあ押すぞという直前に違う人が押しちゃったり

して、私の心拍数返してよみたいな感じとか、そ

ういう本当に第一歩から始まった準備だったんで

す。 

すごく大変だったなと思うことは、例えば東

大和市の名誉のために言っておきますが、今はそ

んなことはないんですけど、私が自立をした当時

の障害福祉課というのは、障害者に対して完全に

赤ちゃん扱いだったんです。この手続はサインが

いるんですけど、わかるかな、書けるかな、一人

で、できるの、偉いねみたいな。実話ですよ、２

４歳に対して。びっくりしちゃって、この人たち、

障害者知ってるのかなみたいな感じで始まって、

そういう衝撃。東大和市って、こんなところだっ

たんだという衝撃から始まって、私、そういう言

葉遣いいらないですからという、最初から交渉を

しながら準備するという感じでした。 

あとは制度の矛盾というんですかね、という

のは幾つか感じられて、例えば住民票を移さない

と住宅改修、私、住宅改修といって、例えば家の

玄関にスロープをつけるとか、トイレとかお風呂

の壁を１回取り払ってカーテンにするとか、敷居

の高さをちょっと調整するとか、畳をフローリン

グに変えるとか、そういうのが必要なんです。住

宅改修の申請をするには東大和市の住民票が必要

なわけです。住民票をまず取ろうと思って市民課

に行って、「住民票が欲しいんです」と言ったら、

「そこのお家にもう住んでいますか」と言われる

んです。「住んでる実績がないと住民票出せない、

移せない」と言われて、でも住宅改修しなきゃ住

めないんですけどみたいな話で、どっちが先なの

というのは本当におかしくて、嘘をつくしかない

んです。「住んでます」と、住んでないけど。 

そういう一々手続に全部嘘をつかなくちゃい

けないという自分のストレスというのが大きいの

になと、そういうことをやっぱり知ってほしいな

と思って。私は、それまでもちろん仕事をしてな

いですから、お金もないわけです。就職する予定

もなかったから生活保護を取らなくちゃいけない。

生活保護を取るのも、やっぱり同じような問題で、

住民票がありますかというところから始まってい

て、もう住んでること前提なわけです。そういう

のがすごく大変でした。 

本当は生活保護取って、住宅改修の一部のお

金を出したりだとか、日常生活用具の申請をした

りとかしたいんだけれども、生活保護取るのもす

ごく大変だったわけです。生活保護の申請の段階

ですごく難しいのは、お家の状況を見に来るんで

す。そこに本当に住んでいるかどうかと確認しに

来るんです。これはやばい、住んでないとなって、

アパートは見つかっていたんですが、東大和市で

知り合ったとある人のお家に１回住所を移させて
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いただいて、その人の台所に寝袋敷いて、ここで

寝てますというふうに言って見に来てもらったん

です。「私ちょっと野宿してたから、寝袋生活余

裕なんです」とか言って、そうやって嘘をつかざ

るを得ないです。そうしないと次に進めないんで

す。 

そういうストレス、自分はすごく悪いことを

しているなというような罪悪感というんですかね、

そういうこととかいろんなストレスがあったなと

いうのが大変なことでした。 

それ以外にいいことも、やっぱりもちろんあ

って、私は準備、自立をしようと決めてから実際

に移り住んで生活が安定するまでの間、本当に２、

３か月なんですけれども、その間に一切親に手を

出して、貸してもらったことがないんです。全部、

友達がやってくれて、ずっと私は地域の学校で生

活をしてきたので、友達はすごくたくさんいて、

引っ越しも友達が車を運転してくれて、家の中に

ある物を運んで、新しい家に運び込んで、全部整

理してみたいなこととか、最初介助者が集まりに

くくて人手がないときに、高校のときの友達が泊

まり込んで介助してくれたりだとか、その友達が

何でも手伝ってくれて、自立を応援してくれたと

いうことを改めて、友達ってありがたいなという

ことを実感できた期間でもあるんです。それがす

ごくうれしかったというのが一つです。 

もう一つは、病院からとか施設からとか地域

移行するのとは違って親元なので、地域移行コー

ディネーターとかいないわけです。自分がやるし

かないんです。自分が何でも動く、自分で不動産

屋に行く、自分で窓口に行く、自分で資料読んで

準備するというようなことを、全部自分が主体に

なって動かなければいけなかったので、逆に全部、

私が直接、そういう人たちと関わるわけです。そ

うすると、東大和市のカラーが見えてくる。障害

福祉課がひどいということとか、今は違いますよ、

ひどかったということとか、不動産屋はここの人

たちが親切だなとか、お店はここの人に声かけや

すいなとかというのを自分がすごく知っていける

んです。自立の準備をしていく中で、自分が自立

生活を送ろうとしている地域がどんな地域なのか

ということもしっかり知れたということもすごく

良かったし、自分が直接関わるということで、私

の自立生活の最大の目標だった、町に同じように

障害者がいるんだということを町の人に知っても

らうということも、その準備の段階から着々と進

められたんじゃないかなというふうに思いました。 

地域生活を継続していく上での工夫というと

ころにも、もちろん繋がっていくことなんですが、

私が一番大事だなといつも思うのは、せっかく地

域で生活をするということなので、なるべく地域

と繋がる機会を作っていくということなんです。

今インターネットもすごく発達していて、もう家

の中にいるだけでも生活していけるわけじゃない

ですか、ネットで何でも買えるし、ＳＮＳ使えば

世界中に友達を持てて、寂しくなかったりするわ

けです。制度も整ってきているので、この時間、

こういうヘルパーさんが必要ですって言えば事業

所から勝手に派遣されてくるわけです。家の中に

いても何にも困らないような、法制度上にはなっ

ているんですけれども、あえてそこを近所の商店

街で買い物をする。買い物をするだけじゃなくっ

て、ちょっと余計なおしゃべりをしてくるという

ことをすごく大事にしているんです。近所の八百

屋さんで大根を買ってみるとか、そうすると、 

「この大根何に使うの」とか言われるんです。 

「今日、ちょっとおでん作ろうかと思って」とか

言うと、「それおいしいよね」みたいな話。そう

いうのをちょっとだけするわけです、いっぱいし

たくてもいいけど。近所の薬局に行ったら、「最

近こういうことで体調悪いんですよね」とかとい

う話をしたりする。そういう一言二言交すだけで、

こういう人が地域にいるんだということをすごく

知ってもらえるなと思うんです。 

私の住んでるマンションで何年も前ですけど、

エレベーターの入替え工事があって、３日間ぐら

いエレベーター使えないってなって、これはピン

チだってなって、どうしようって思ったんですけ

ど、日頃からそういう近所のお店で買い物をする

とか、近所の人に声かけるということをやってい

たおかげで、「今日エレベーター使えないんです

よね」と言ったら、わーっと人が集まってくれて、

私は３階なんですが、車椅子ごと運んでくれたん

です、「意外と重いんだね」と言われたりとか、

「どこ持てばいいのかな」とか、「こんなところ

に住んでるんだ」とか言いながら、運んでくれた

りしたんです。 

私、そういうつき合いってすごく大事だなと

いうふうに思っていて、それは制度に頼り過ぎな

いということなんです。制度が充実することはす

ごく大事なことなんだけれども、例えば３・１１

の大震災のときもメール全然通じなくて、ここに

避難しているから次のヘルパーさん、こっちに来

てほしいということを伝えられないんです。伝え
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られないから、その時間になっても支援者誰もい

ないってなるわけです。そのときにも、やっぱり

隣の八百屋さんが助かるんです。声かけて「ちょ

っと来てほしい」とか、「人が来るまでちょっと

いてほしい」と言って手を借りるということがす

ごく大事だし、そんな大震災とかじゃなくても台

風とか大雪とか、そういう制度が動かなくなって

しまうときに、やっぱりご近所でつき合ってると

いうことがすごく重要だなというふうに思ってい

るので、地域で生活していくというときに一番大

事にしたいのは、その地域の人とちゃんと繋がり

を作っておくということなのかなというふうに思

ってます。 

最後に、これから地域移行や生活を支援する

支援者の人とか地域の人に対してということです

けれども、私の自立生活をずっとする、地域移行

というのかな、自立をするという経験を自分が経

験して、今は逆に自立支援をする側の立場にいる

わけです。相談支援専門員として働いていて、一

人暮らしをしたいとか、こういう生活をしたいと

いう人の相談に乗って、それをサポートするとい

う仕事についているわけですが、その人がどうい

う生活をしたいのか、その人の本当のニーズをど

うやったら聞き出せるのかなとか、引き出せるの

かなということを、いつも悩みながら関わりを作

っています。 

というのは、障害者というのは生まれた瞬間

から、「あなたは障害があるから、これはできな

い。これは危ないからやっちゃだめ、こんなこと

ができるわけがない、金銭管理できるまで一人暮

らししたらだめ」とか、というふうに何でもかん

でもだめとずっと言われているので、「自分がど

んなことしたいですか、あなたはどういう生活し

たいんですか、何が言いたいんですか」と言った

って出てこないんです。あったとしても言えない

んです。こんなことを言ったら、「そんなばかな

こと言っちゃってできるわけないじゃない」と言

われるのがわかっているし、こんなこと言ったら

わがままに思われるかなというふうにいつも思っ

ているんです。だから言えないし、言わないんで

す。それを、どう自分が関わって、知っていける

かということが一番大事だし、そこのサポートさ

えできてしまえば、あとは簡単なんじゃないかと

思うことがたくさんあります。障害者というのは

支援者の顔色を見て、支援者の期待に自分がいか

に応えられるかということをいつも気にしている

んです。だから、別に気にしなくていいよと、自

分がやりたいことをやってみたらいい、言ってみ

たらいいということをとにかく言い続けていくし

かないかなと思っているし、今までやりたいこと

をやらせてもらえてなかったので、やってみてや

っぱり違ったなとか、うまくいかなかったとか、

こんなはずじゃなかったということはいっぱいあ

ると思うんです。 

そういう失敗を怖がってしまって、なかなか

新しい一歩を踏み出せないという人もいると思う

ので、失敗したときは一緒に、それを笑っちゃう

というか、ちょっとニヤッとして「失敗しちゃっ

たね」って言って、「じゃあ次どうしようか」と

いうふうにサポートするというんですかね、失敗

しないようにサポートするんじゃなくて、失敗し

た後のフォローをどうするかというサポートを考

えていったりすることも、すごく大事なのかなと

いうふうに思っています。サポートする側の利用

者と支援者とが向き合うんじゃなくて、利用者が

向いている方向を支援者も同じ方向を向けるかど

うかということが、すごく大事なんじゃないかな

と思っていて、私もそういうことを意識しながら

関わっていきたいなと思っています。 

地域の人たちにとってどうかということなん

ですけど、障害者が町中にいると、いろいろ面倒

くさいじゃないですか、当事者でしか言えないと

思うんですけど、面倒くさいんですよ。段差があ

ったら手伝わなきゃいけないとか、高いところの

ものが届かないとか、何かわからないから教えて

くれとか、これどうだって聞かれたりとか、何か

面倒くさいことがいっぱいあると思うんです。そ

れを障害者がいるから面倒くさいって思うんじゃ

なくって、例えば私が町中歩いていて、このお店

に入りたいけど段差があっては入れないから、ち

ょっと手貸してくださいと言ったときに、私が手

貸してくださいと言った私のことを面倒くさいっ

て思うんじゃなくって、ここには段差があるから、

車椅子だと入れないんだねって。ここの段差がな

ければ、この人だって一々声かけなくて済んだし、

お年寄りにとっても便利だし、ベビーカーの人に

とっても便利なんだろうなというふうに、その町

の何が障害者を困らせているのかという、町の中

の不便を障害者が言うことで、どんどん顕在化し

ていけるんだって私は思っているので、自分たち

が住む町の中で何が不便なのかということを自分

たち、一人一人が自覚するための道具の一つとし

て障害者を見てもらえたらいいなというふうに思

っているんです。 
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すぐに、そのバリアを変えさせることはでき

ないかもしれないけれども、そういうバロメータ

ーというか一つの基準というか、そういうものに

障害者が一つの役割として、そういうものを担っ

ていけたらいいんじゃないかなというふうに思っ

ていますので、地域の同じ一員として、面倒くさ

いところも含めて受け入れていただけたらありが

たいなというふうに思っています。 

以上です。ありがとうございました。 

（拍手） 

（アナウンス） 海老原さん、ありがとうござい

ました。 

続きまして、村中さん、久保さん、お二人に

お任せしたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

（久保） どうも皆様、こんにちは。私、原町成

年寮の久保と申します。いつもはグループホーム

の支援のほう、知的障害者の方が主なグループホ

ームの支援をしているという形で、ここにいる村

中さんは私どものグループホームの中で生活され

てる利用者の方という形になります。「知りたい、

聞きたい、伝えたい！地域移行と地域生活のホン

ネ」というお題ですので、基本的には村中さんに

お話ししていただいて私がフォローをしたりとか、

足りないところをしゃべるような形でお話を進め

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

（村中） こんにちは。村中友江です。私は何で、

家から話します。 

（久保） 資料の２９ページと３０ページが資料

になっていると思うんですけれども、もともと葛

飾区でご家族で暮らしていたんですが、家で住め

なくなっちゃったんです。 

（村中） 家から話します。実はお父さんが入院

して、お母さんが倒れて、お父さんが亡くなって

からお母さんが倒れて、お母さんの介護で学校に

行きながら、家を手伝いながら看護して、家にい

て学校に行ったらお母さんが入院して、そして私

も入院して、うちのお兄さんが「日光に行こうか

」と言って、日光に行ってから、日光に住んで、

日光に行ったら○○さんに出会って、準備を始め

て、日光に住み始めてから、なぜかグループホー

ムに行こうかと言ってから、グループホーム「ゆ

るり」に住んでいます。それで働き始めたのが今

のところです。 

（久保）  ちょっと補足いたします。彼女が今、

日光と言ったのは第二皇海荘という日光市にある、

足尾銅山があるところで、そこはお母さんが結局

主な介護者だったんです。それで入院されること

になって、今お兄さんの話が出ましたけれども、

お兄さんと相談して日光に行こうかと、入所施設

の第二皇海荘に行こうかというお話でよろしいで

すか。 

そのときは、どんな気持ちだったですか。 

（村中） 私はあれって思いました。何で日光な

のって。 

（久保） とても環境の良くて、お猿さんとかい

ますけど、だけどスタッフさんもみんな優しい方

で、どうだったんですか第二皇海荘での生活は。 

（村中） トラブルとかが多かった。 

（久保） すみません、第二皇海荘の方も今日い

らしてるんで。 

それは私も聞いてなかったので。 

（村中） ごめんなさい。 

（久保） でも同居者の方たちにかわいがっても

らったって。 

（村中） ○○さんとは仲良かったです。○○さ

んは本当に面白くて楽しいけど、時々ものがわか

んないんで。 

（久保） 同居の人の話ですか、違うんですか、

何か物がどうかしちゃった。 

じゃあ、思い出してからにしましょう。 

それで葛飾から日光に行って、めっちゃくち

ゃ寒かったんですね。 

（村中） ええ。 

（久保） それで今、東京都は地域生活の名前、

正式名称、地域移行の促進コーディネート事業と

いうのがあって、知的障害の方、今都外施設とい

うんですけど、東京都の方なんですが、日本の１

４都道府県だったかな、３，０００人ぐらいの方

が東京都以外でも多く暮らしてるんです。彼女の

住んでる第二皇海荘も都外施設で、そのコーディ

ネートの流れで、何か原町成年寮に見に来たんだ

よね。 

（村中） ○○さんに言われて、「行かないか」

と言われて、「はい、行きます」と言われて、「

・・・お勉強に行かないか」って言われました。

「感想は後で聞かせてくれ」とか言われて、帰っ

てきたら、「そこに住みたいです」と言ったんで

す。 

（久保） 第二皇海荘、当時の副施設長の○○さ

んという方がいらっしゃいまして、仲が良かった

んですよね。それで、うちにちょっと空きがある

みたいだぞみたいな、ちょっと生活介護事業所も

含めて見学に行かないかということで見て、今住
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んでるゆるりも、そのとき見たの、見ましたか、

そのときはどうでした、お部屋見たとき。 

（村中） 実は見学のときは７階にいたことがあ

って、お部屋の７階でいて、じゃあ次はって、先

生に「行くか」って言われたときは６階ですね。 

（久保） ゆるりというグループホームは特殊で、

東京の地域性もあるんですけれども、もともと○

○ビルだったのをうちの法人が買い取って、５、

６、７階をグループホームという特殊な作りなん

で、７階を見たということですよね、それで今住

んでいるのが６階に住んでますよという感じでよ

ろしいですかね。 

（村中） そうですね。 

（久保） ゆるりに来て良かったこと、悪かった

ことも一緒に言っても構わないので。 

まず良かったことがあれば。 

（村中） 良かったことは、アンジュで仕事をし

ながら・・・いられること。 

（久保） アンジュというのは生活介護事業所の

名前で、アンジュに行きながら行けたのが。 

（村中） 良かった。 

（久保） ですので、グループホームにいながら、

日中は生活介護事業所に通えたということでいい

ですかね。 

（村中） はい。 

（久保） じゃあ、嫌なこととかもきっとあるで

しょう。 

（村中） 嫌なことは、ちょっと。 

（久保） 言いづらい、ここにグループの人もい

るので、こういうのは当事者としては言いづらい

ところもあると思うんですけれども、言えること

は大丈夫です、みんな聞いてるから不利益ないと

思います。言えない？ 

良かったことでもいいですよ。 

（村中） 良かったことは、買い物とか行けるこ

と。 

（久保） ゆるりがあるところは下町のど真ん中

なので、コンビニは目の前にあるし、ちょっとご

飯買いに行こうというとすぐ出れるし、病院行こ

うかというと、車椅子押して２、３分のところに

病院がたくさんあったりということですね。 

（村中） でも日光は、車がないと病院に行けな

い。 

（久保） 誘導尋問しちゃったみたいになっちゃ

いました。 

あと、趣味の部分が少し発展したんですよね、

葛飾に来て。 

（村中） ええ。 

（久保） 歌手の名前忘れました、何でした。 

（村中） ゆずです。 

（久保） ゆずの東京ドームのライブに行けたと

いう。 

（村中） ええ。ゆずのライブが一番楽しかった

です。 

（久保） 何を、後しゃべりたいですか。後５分

少々お時間があるみたいですけど。 

何かチャレンジしたいこととかあるんですか。 

（村中） チャレンジは毛糸をうまくなりたいこ

とです。 

（久保） 毛糸、編み物。 

あと、これから、まだ入所施設にいる利用者

さんで、葛飾いいよとか、東京どうですかという

人に、何か一言ありますか。 

（村中） 笑顔で頑張りましょう。 

（久保） 原稿と違うでしょう。わからないこと

があったら人に相談しようとか、アドバイスもら

ったほうがいいよって、原稿ではそうなってます。 

そうなんですよね、結局○○さんという方が

いらっしゃって、相談できる方がいて、彼女が地

域で暮らせなくなったときに私どもグループホー

ム作っていたので、そのときに情報がひっかかっ

ていないんです。 

要するに何が言いたいかというと、地域で暮

らしたいという声を聞こえてこないと、まずない

ことになっちゃうので、何も応援できないという

ことが、すごい大切な。これはちょっと支援者の

話になっちゃいましたけど、大切かなというので、

当事者の声って、先ほど吉野専門官の話の中にあ

りましたが、重度になるとなかなか出てこなくて、

どこを判断するのかというと、やっぱり保護者の

意向になっちゃって、知的障害だけですよね、保

護者って２０才超えて何かサインがいる、どうい

う拘束力がいるかわからないけどサインがいるみ

たいなところで。 

お母さんの病気が重くなってきたとき、亡く

なったときに、本当は私、外に出てもいいと思っ

てたんだよね。 

（村中） 外、出てもいいと思ってたけど。 

（久保） 先ほどの海老原さんのお話と重なるん

だけど、お母さんのことを気にして言えない、言

わないということが、村中さんも起きていたとい

うことです。 

そして、第二皇海荘でもたくさん選べる中か

ら選べるわけでもない、地域に戻ってくるとたま
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たま空いていて、断った方が３人ぐらいいたから

３２人ぐらい飛んだんです、名簿、村中さん。 

そういうふうな中に地域で戻ってくるという

のが現実だというところがあれですかね、もうち

ょっと何とかしたいんですけど、今日は村中さん

の本音を話す日なので、ほかに何かあれば、そろ

そろ終わりたいと思いますが。 

（村中） 大丈夫。 

（久保） 大丈夫ですか。大丈夫ということなの

で。 

では、私どもからの発表はこれで終わりたい

と思います。ご清聴ありがとうございました。 

（拍手） 

（アナウンス） 村中さん、久保さん、ありがと

うございます。 

ちょっと後でやりとりのところでも、また少

し伺いたいなと思っております。 

では、西さん、小貫さん、お願いいたします。 

（西）  荒川区から参りました、西と申します。

よろしくお願いいたします。 

（小貫） 西さんと同じく荒川区から参りました、

相談支援センターあらかわの小貫と申します。よ

ろしくお願いいたします。 

では、着座にて失礼します。少し私のほうか

ら先にお話しさせていただいて、今日はもともと

精神科病院にご入院の経験がある西さんと一緒に、

こうしてこういうお話させていただく場をいただ

いたんですが、今日の私と西さんのスタイルとし

ては、かけ合いというような形で話を進めていき

たいと思います。 

西さんのほうから、もしよければ先に、これ

まで精神疾患というのがもともと生まれつきのも

のではなくって、普通に一人の人として生きてき

た途中で、何らかの原因で発症してしまうという

ところがあるので、少しこれまでのお話とは若干

毛色が違う部分があるのかなとも思うんですけれ

ども、西さんのこれまでの人生のところを先に少

しお伺いしてから、実際に病院にご入院するとい

うのはどういうことなのかとか、そこから、じゃ

あ退院したいという気持ちを持ち続けて、どうい

う経過で退院して、今暮らしてらっしゃるのかと

いうところをお聞きしたいと思います。 

では西さん、もともとお生まれは東京ではな

いんですよね。 

（西）  はい、奈良県です。日本最古の法隆寺

の近くでした、実家は。 

（小貫） 法隆寺の近くにお住まいだったんです

よね。 

もともと西さん、普通に学校出られた後に、

テレホンアポインターのお仕事がすごく印象に残

ってるんですけど、お仕事されてたときの、どん

なお仕事されてらっしゃったのかとか、何かお話

聞かせていただいてもいいですか。 

（西）  電話営業ですね、企業にお電話いたし

まして、営業さんの行き先を作るお仕事です。 

（小貫） 何か電話営業とか、ずっと福祉のほう

で働いていた人間なので、西さんのしゃべり方の

丁寧さとか、すごくお話ししていて気持ちのいい

方だなと、いつも思っているんですけれども、何

かふだんの仕事で大変だったこととか、そういっ

たのってありましたか。 

（西）  よく、どこに電話かけて来てるんだっ

て叱られました。 

（小貫） それは、相手先の営業さんの。 

（西）  営業さんにです。 

（小貫） でも上司の方がいい方だったっておっ

しゃってましたよね。 

お仕事、大体何歳ぐらいまで続けてらっしゃ

ったんでしょうか。 

（西）  ３０歳までですね。父が末期がんの宣

告を受けまして、母が早くに離婚していなかった

ので、父の身の回りの世話を１０年いたしました。 

（小貫） お仕事退職されて、１０年ぐらい介護

をしてらっしゃったということなんですけど、介

護の期間の中でお父様と二人暮らしだったんです

かね。 

（西）  姉と３人暮らしでした。 

（小貫） ３人で暮らしてらっしゃったんですね、

何かその時の思い出など、あれば。 

（西）  博多場所の準備をしている途中で、大

相撲が好きでして、父が。博多場所に行く準備を

している途中で容体が悪化いたしまして、間に合

いませんでした。 

（小貫） これまで何度か西さんと、こういう場

でお話させていただいているんですが、この西さ

んの退院というところのエピソードには必ずお父

様との思い出が出てきて、西さん、もともとお父

さんっ子だったというのもよくお話ししてくださ

るんですけれども。 

ちょっと先にお父様との思い出とか、これま

での西さんのことを少し頭に入れていただいてか

らお話聞いていただけたらなと思って、少し西さ

んのお人柄の部分もご紹介させていただいた次第

です。 
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お父様、結局亡くなられてしまって、東京の

ほうに今こうしていらっしゃると思うんですが。 

（西）  母も入院中に亡くなりまして。 

（小貫） どういったきっかけで、東京には出て

来られたんですか。 

（西）  戦没者が１名と、親戚の本家筋なんで

すけども、それと病気を苦に自殺した人が一人親

戚におりまして、その供養を浅草寺と靖国神社で、

父にしてやってほしいと遺言されて、東京に出て

まいりました。 

（小貫） お一人で東京に出てこられて、そのと

きはどのあたりに住んでらっしゃったんでしょう。 

（西）  西浅草３丁目のワンルームマンション

に住んでました。 

（小貫） 本当に浅草寺の近くにお住まいだった

んですね。そのときは両国とかも行かれたんです

か。 

（西）  はい、両国にも行きました。両国国技

館と朝稽古の見学をさせてくださいと、相撲部屋

を巡ったりしました。 

（小貫） 西さんの人生の中で一番の思い出とい

うのは、どのあたりになるんでしょうか。 

（西）  父が亡くなって一周忌あけてから出て

来たので、千代大海の引退にも朝青龍の引退相撲

にも間に合いませんでした。 

（小貫） 今推してらっしゃる方は、またいらっ

しゃるんですよね、別に。 

（西）  はい、臥牙丸です。 

（小貫） 臥牙丸さんですね、ありがとうござい

ます。 

そういうふうにお父様のご供養のために東京

に出てきて来られたと思うんですけど、精神科病

院にご入院することになった経緯というのが、こ

こまでの中だと余り。 

（西）  失礼いたしました、一番最初は交通事

故に遭いまして、○○病院に入院したんですけれ

ども、最初は寝たきりで、車椅子に乗れるように

なってからは○○病院に介護タクシーで転院いた

しまして、そこでリハビリを受けて、歩行器が取

れるようになってから、少しでも浅草寺の近くの

住所を見つけるために、○○先生という主治医か

ら、「少しでも浅草に近い北区の○○病院に転院

しなさい」と言われました。 

（小貫） 少し補足させていただくと、ちなみに

今日お配りいただいている冊子の中に、今日お話

しさせていただく大体の内容みたいなものを、ほ

ぼ西さんの言葉原文でそのまま掲載させていただ

いているので、詳細はこちらをご確認いただけた

らと思うんですが。 

西さん、上京してこられて、お父様の供養の

ための浅草寺のお参りとかも行かれて、お相撲と

かも楽しまれてたんですけれども、バイクの交通

事故に遭ってしまって、両足複雑骨折だったでし

ょうか。 

（西）  右足です。 

（小貫） 右足でしたか。 

（西）  ３か所複雑骨折です。 

（小貫） 一般科の緊急の病院に入院されて、そ

こでリハビリもされてたんですけど、そのときに

何となく精神症状のようなものが疑われて、長く

きちんとリハビリもできる病院ということで、先

ほど病院名の実名が出てしまってたんですが、八

王子のほうの精神科病院に転院をして、そこから

リハビリに取り組まれたんですね。 

（西）  リハビリを受けまして、歩行器が取れ

るまで歩けるようになりました。 

（小貫） なかなか私自身もそうですけど、病院

に入院する経験というのが、やはり体験した方で

ないとなかなか感じ得ない部分というか、いろん

なご苦労もあったのかなとは思うんですが、少し

病院生活のことも教えていただいていいですか。 

（西）  人間関係がありまして、大勢いらっし

ゃいますので、見たいテレビを見れなかったり、

多数決をしても、最初はじゃんけんをして負けた

ら見れなかったり、お風呂は１週間に２回、おト

イレもみんなで使いますので並んで順番待ってで

すね。 

（小貫） 西さんのお話で、私すごく印象的だっ

たのが、入浴時間自体が１５分なんですよね。 

（西）  はい、皆さん何十人も一つのお風呂場

を使いますので、「入れ」ととても勧めていただ

けるんですが、看護師さんから。「出なさい、も

う」と、とても急がされまして、着がえる時間も

入れて１５分でしたね、１回の入浴が。 

（小貫） 余り関係性が良くないというか、やは

り病棟も大体６０人ぐらいですかね、いらっしゃ

る中で、いろんな人間関係があって、自分のこと

をチクチク言ってくる人と一緒に。 

（西）  お風呂の中で粗相をする方とか、毎回。 

（小貫） そういういろんな人間関係の中で、そ

ういう割と服脱いで一緒にお風呂に入ったりとい

うのも、やっぱり嫌なものというか、くつろげな

いよなというような印象が。 

（西）  いろんな方がいらっしゃいますので。 
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以前、○○病院に伺いまして、患者さんたち

にお話をさせていただいたことがあるんですが、

そのときに一番ご質問が多かったのがお金のこと

でした。お金をどうしていらっしゃいましたかと。

○○病院は、私は４年以上５年未満、生活保護費

で入院してました。 

と言いますのも、交通事故の加害者の慰謝料

がおりるのが５年近くかかったんです。 

（小貫） 西さんが交通事故の賠償金というお金

が入ってきたというのもあって、その後、生活保

護をそこで廃止をして、賠償金の中からご自身で

お金をおろして病院にお支払いしていたんですけ

れども、ほかの患者さんたちっていかがでしたか。 

（西）  入院費を幾ら自分が払っているのか、

ご存じなかったようでした。「私は個室だったの

で、２年間で６００万かかりました」と申し上げ

ましたら、びっくりされてました。ご自身が幾ら

１年間に病院にお支払いになっているのか、ご存

じないようでした。 

（小貫） 生活保護を受けてらっしゃる方も周り

に結構多くいらっしゃったみたいで、ご自身が入

院費用が幾らかかっていて、退院していくという

ことを忘れている人が多かったんじゃないかとい

うのが、私すごく西さんのお話を受けて。 

（西）  自分で受付に行ってお支払いをしたと

いう方、聞いたことなかったです、何十人もいら

っしゃったのに、同じ病棟で。 

（小貫） 西さんが、そういった環境の中で、よ

く病院の生活を、上げ膳据え膳と。 

（西）  はい、上げ膳据え膳ですね、何不自由

ない生活ですので。 

（小貫） そういった生活の中で、生活というか

治療の場だとは思うんですが。 

（西）  退院後の自分の生活費を考えなければ、

いつまでも入院していたいものかもしれません、

そういう方もいらっしゃるでしょうね。 

（小貫） 西さんが退院したいと、結構な入院期

間だったと思うんです、八王子の病院で４年ぐら

い、４、５年ぐらい。 

（西）  ４年以上５年未満です、○○病院で。

歩行器がすぐ取れてから、少しでも浅草に近いと

ころということと、自宅を探すのに便利がいいよ

うにということで、北区の○○病院に転院いたし

ました。 

（小貫） 西さんが退院したいという気持ちを持

ち続けられたことというのは何かありますか。 

（西）  父と母と祖父母と親せきの供養です。 

（小貫） やはり上京のきっかけだったところを、

これから退院した後もやっていきたいとか、西浅

草に戻って、前と同じような生活をしたいという

気持ちがずっとあったから。 

（西）  はい。交通事故に遭うまでは、毎日浅

草寺にお参りしておりました。靖国神社にもお参

りをいたしました。 

（小貫） 靖国神社にも行かれてるんですね。 

（西）  はい、交通事故に遭う前に行っておい

て良かったです。肝心の戦没者慰霊等がとても小

さくて、階段が少しあって、足が悪くなってしま

ったので、手すりのない階段を上り下りできなく

なってしまいまして。 

（小貫） 今はなかなか、ちょっと不便さがあり

ますね。 

（西）  浅草寺は手すりがついているので大丈

夫なんですけど。 

（小貫） 西さん、ちなみに退院したいというこ

とをずっと病院にお話されていて、そこで退院に

向けて準備を進めていこうということになったか

と思うんですけれども、西さん、地域移行支援を

実際に使われたということですね。 

（西）  デイセンターあらかわの○○さんにお

世話になりまして、まず不動産屋さんと契約いた

しまして、携帯電話のワイモバイルなんですけど

も、携帯電話の契約も一緒に同行していただきま

して、それからヨドバシカメラに家電製品を買い

物にご同行していただきまして、それからオリン

ピックでしたね、スーパーに食器類、包丁などの

お料理の道具を買い求めに行くのも同行していた

だきました。 

（小貫） 西さん、病棟が閉鎖病棟で、単独で病

院の外に出歩くことが許可されていない状態だっ

たので、買い物とか退院するに当たって必要な家

電とか家具とか、あとはもちろんアパート探しに

関してもそうなんですけれども、お一人だけでは

難しかったですね。 

（西）  ○○病院は単独外出が認められていま

せんでした、私は。近くから入院されている方は

大丈夫だったんですけど、それで一番最初はリヒ

トのケースワーカーが来てくださいまして、外出

に同行してくださっていました。 

（小貫） その後、外出とか同行させていただき

ながら、身の回りのことを揃えていくのと並行し

て、ほかにも西さんが良かったとおっしゃってい

た、地域移行支援使ってみて良かったなとおっし

ゃっていたこと、教えていただけますか。 
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（西）  あとは、喫煙者に何より大事なたばこ

ですね、病院では本数ばかり制限されますので、

それも考えて、いつも喫茶店やマクドナルドに寄

ってくださってました。リヒトのケースワーカー

です。 

（小貫） グループホームさんの、例の体験の話

もいいですか。 

（西）  グループホームゆいさんにお世話にな

りまして、１回につき１週間入所させていただく

のを２回体験させていただいて、スーパーに一緒

に同行していただいて、女性職員さんが同行して

くださってお買い物に行って、帰ってきて食事を

して、食事の後片づけをして。あとテレビです。

病院では見たいテレビが見れませんので、好きな

だけテレビを見て。たばこの吸い殻の簡単な後片

づけと、あとお風呂に入って、自分一人でお風呂

に入れて、お洗濯をして、液体ボールドと洗濯機

をお借りしました。それで干して、取り込んで、

着替えてをできるようになったら退院する自信が

つきました。 

グループホームは絶対体験されたほうがいい

と思います。 

（小貫） ありがとうございます。西さん、もと

もと浅草なので台東区ですね、浅草のほうに退院

したいというお気持ちがあって、でも入院が結局

…… 

（西）  ７年でした、全部で。 

（小貫） ７年ぐらいになってしまっていたので、

交通事故に遭われた足の後遺症とかもあったので、

どこまで生活の部分でサポートが必要かとか、入

院した期間で少しずつ薄れていった生活の勘とい

うのをアパートタイプのグループホームで、ちょ

っと体験的な利用をして、一とおり一人暮らしの

生活のイメージをつかんでから、これでアパート

は行けそうだなというところでアパート探しをし

て、残念ながら台東区はお家賃が。 

（西）  お家賃が高かったんです、台東区は。 

（小貫） なので台東区、浅草のほうに路線バス

１本で行ける荒川区で、ちょっと折り合いをつけ

ていただいて、今暮らしていらっしゃるところか

と。 

（西）  バスで四つ目です。 

（小貫） ここまでが、少し地域移行支援を使っ

てみてどうだったかというところのお話になるん

ですが、少しお時間の関係もありますので、今の

西さんのアパート暮らししてどれぐらいになりま

すか。 

（西）  今年で２年です。来年で３年目になり

ます。 

（小貫） ありがとうございます。 

特に体調とかも、少し食事面が。 

（西）  病院にもヘルパーさんが同行してくだ

さいますので、一人ではありませんよ。 

（小貫） いろいろなヘルパーさんとか訪問看護

師さんの力を借りながら、生活して。 

（西）  ヘルパーさんも１週間に４日来てくだ

さいまして、お買い物に一緒に同行してくださっ

たり、お料理を一緒に作ったりいたします。 

（小貫） 今の生活の楽しみというか、退院して

良かったなと感じていること、改めて教えていた

だいてもいいですか。 

（西）  お風呂に毎日入れることですね。 

（小貫） それは本当に女性ですし、大きなこと

だと思います。 

（西）  トイレも自分でお掃除すれば、いつも

きれいですしね。 

（小貫） そうですね。あとは、今日、ここにご

参加してくださっている方というのは、私とかみ

たいに今後の生活を応援させていただくようなお

立場の方も多くいらっしゃるということだと思う

んですが、こういう支援している方とかに向けて、

何か西さんのほうから最後に伝えたいことという

のはありますか。 

（西）  最後に、グループホームゆいさんは良

かったです。広くてきれいで、女性職員さんがい

つも同行してくださって、足が私は少し悪いので、

荷物をいつも持って同行してくださいました。 

（小貫） グループホームゆいさんの評判がとて

も良くて、荒川区の支援者としてはすごくありが

たい限りなんですが。 

何か入院患者さんに、こういうふうなサポー

トがあると、もっと皆さんが退院を選択できたり

というのはありますか。 

（西）  退院を、何よりもご自身で退院したい

という意思を、自分で看護部長に伝えるべきです。 

（小貫） どういう人がいたりすると、伝えられ

そうでしょうか。 

（西）  ケースワーカーですね。いらっしゃれ

ばケースワーカーですね、病院の。退院したいと

言えば、リヒトのケースワーカーが来てくれると

思います。 

（小貫） 病院の相談員の方とかにご自身の気持

ちを伝えていただいて、そうすると外から退院の

お手伝いをしてくれる人が来てくださると。まず、
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自分のお気持ちを外に出していく作業が、まず必

要だということですかね。わかりました。 

また、ちょっとほかのその他のことについて

は、この後のところでもお伺いしたいと思います。 

ありがとうございました。 

（西）  どうもありがとうございます。 

（拍手） 

（岩本） 西さん、小貫さん、ありがとうござい

ます。皆様のお話で、本当にいろいろ感じ入ると

ころがあったと思います。 

ここで一旦休憩を取らせていただきます。お

手洗いに行かれる方もいらっしゃると思いますの

で、２０分休憩を取りたいと思います。ちょうど

今２５分になるころですので、４５分から再開し

たいと思いますので、その時間に、またお席にお

戻りください。お願いいたします。 

（司会） 皆さん、ありがとうございました。第

２部、パネルディスカッションの再開１５時４５

分からになります。よろしくお願いします。 

 

（休憩） 

 

（司会） それでは第２部、パネルディスカッシ

ョンを再開いたします。 

ここからはコメンテーターといたしまして、

第１部でご講演いただきました、吉野智障害福祉

専門官にもご登壇いただいております。 

進行は、引き続き岩本会長にお願いいたしま

す。 

（岩本） では、後半を始めたいと思います。本

当に前半の話、いろいろ皆様お感じになったと思

います。 

ちょっと最初に私のほうから、少し質問させ

ていただいて、それから吉野専門官にもコメント

をしていただいて、それからフロアともやりとり

を進めていきたいと思います。 

まずお伺いしたいのが、村中さんがお母さん

が入院されたことをきっかけに、それまでの住ま

いとちょっと離れて日光のほうの施設、なぜ日光

なんだというところから。ただ、何かお話を伺っ

たら、そこでは非常に村中さんのお人柄で、非常

に周りとの関係も良くて、非常に楽しいことも一

杯あった。だけど、また今度東京に戻ってくる。 

戻ってくるというところで一番、やはり日光

から東京に戻りたいと思った、その思いのところ

を聞かせていただければと思います。 

（村中） 何で日光から戻りたいのかですね。実

は、日光はあんまり遠くて遠くて、お墓参りが遠

くて行けなくて困ってたからです。だから日光の

事情はわかっているんだけれど、無理、行けない

なぁー、ではうまくないのかなとわかりました。 

（岩本） ありがとうございます。 

ちょっと、その後のお話を聞いて、戻りたいとい

うお気持ちは、本当に地元のお墓参りに行きたい

と、そういう気持ちがあって、葛飾のほうに戻ら

れたというエピソードをお聞きいたしました。あ

りがとうございます。 

あと、二、三、西さんと小貫さんにお伺いし

たいんですけれども。 

先ほどのお話の中でも、ずっと西さんも「退

院したい、退院したい」とおっしゃっていたと。

だけれども、なかなかその声が届かなくて、地域

移行のコーディネーターの方との出会いから、い

ろいろとんとん拍子に進んでいったというお話な

んですが、その出会いのきっかけといいますか、

どういったことが必要だったのかなということを

お感じになっていますか。 

じゃあ、小貫さんから。 

（西）  看護部長から「しつこい」と、「くど

い」と言われるほど、「退院したい」と主張して

まして、そうしたらリヒトのケースワーカーが来

てくださるようになりました。 

○○さんです。 

（岩本） そうですね、今も、まだそうやって「

退院したい、退院したい」と言ってるんだけれど

も、なかなかそこに繋がっていかないような方も

いらっしゃるかと思うんですが、その点について

は小貫さん、どのように何か日頃お感じになって

ますか。 

（小貫） そうですね、去年までは指定一般の相

談支援事業所の職員として、本当に退院したい気

持ちをご自身で持たれていて、準備に何が必要か

なというのを一緒にお手伝いしていく仕事がメイ

ンだったんですけれども、今年から東京都の精神

障害者地域移行促進事業という事業のほうを受託

をして、地域移行コーディネーターとして病院さ

んにも少し出入りさせていただいてはいるんです

が。 

何というか、余り大きな声では言えない部分

とかも正直あるんですが、ご本人の病状とかが、

ある程度落ち着いていて、退院するためには生活

を再構築していく必要があると思うんですけど、

ご本人を取り巻く、例えばご家族もそうかもしれ

ないですし、ご本人が入院前調子が悪くって、幻
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聴とかで「攻撃されてる感じがする」と言って、

近くのところに行ってしまったとか、なので近隣

住民の方のご理解が少なかったりとか。あとは病

院職員とか、地域の支援者とかも入院前大変だっ

たからなとか、ご本人を取り巻くいろんな環境の

思いとかがうまくかみ合っていなくて、長期入院

しているなというように感じる部分も少しあるん

です。 

海老原さんとかもさっきおっしゃっていて、

本当にそうだなと思うんですが、やっぱりご家族

とか支援者、周りの職員とかの顔色をうかがって、

なかなか退院したいという気持ちを表明する機会

がないという方とかもいらっしゃると思いますし。

あとは今さらみたいな、諦めてる気持ちもお持ち

の方もいらっしゃるので、退院したいと思っても

らえるまでの関わりというのも、必要になるなと

いうふうに感じているところです。 

（岩本） ありがとうございます。 

やはり退院後、何がしたいかという、そうい

ったイメージがつかないところで、そういう意思

を表明するというか、そういう意欲が出てくると

いうのは、なかなか難しい方もいらっしゃって、

そういう方に対する働きかけというのも考えてい

く必要があると、すごく大事なことだということ

ですよね。 

海老原さんは障害当事者でもあり、今支援者

でもあり、そして東京都の自立支援協議会の副会

長というお立場でもあるんですけれども、ご自身

のことも含めて、今４名の方のご発題を受けて、

海老原さんとして、この今のお話をどのように受

けとめられているか、お話しいただけますか。 

（海老原） すごくお二人とも魅力的な、何かほ

っとしてしまう方で、楽しいなというふうに思い

ました。お話しいただいてありがとうございます。 

お二人ともお墓参りやりたいとか、先祖供養

したいとか、それがモチベーションになっていた

ということで、地域移行には先祖の力が欠かせな

いんだなということをすごく強く感じました。な

るほどねと思いました。ちょっと、これからそう

いうのも使ってみようかなと。 

それは冗談として、このセミナーを通して全

般的に、本人が何をしていきたいか、地域移行し

たいという気持ちをどう酌み取るかみたいな話に

今傾倒しているような気はするんですけど。私が

すごく思うのは、本人がやりたいかどうか、本人

が地域生活をしたいか、自立生活をしたいかとい

うことに、余りに引っ張られてはいけないという

ふうに思ってるんです。意思の表明ができるかど

うかも結構大きな影響があるということは、専門

官からのお話にもあったんですけれども、本人が

地域移行したがってるかどうかということに引き

ずられてしまうと、意思の表明ができない人は、

結局置いていかれるわけです。 

そうじゃなくって、もう日本は権利条約を批

准したわけですから、施設ではなくて地域で自立

した生活を送れるということが権利として認めら

れなくちゃいけないし、その権利を保障していく

活動をサポーターたちはしなくちゃいけないんで

す。 

西さんのお話の中で、「もしかしたら自分は

自立生活とか地域生活じゃなくて、病院の中でず

っといたいという人たちもいるかもしれないです

ね」とおっしゃいましたけど、もし、そういう人

がいて、病院から出るのが嫌だとか入所施設出る

のが嫌だ、怖いという人たちがいたときに、その

人たちをそう思わせてしまっている背景とか、環

境とかというのは何なのか、社会的な阻害要因は

何なのかという方向を同時に見ていかないと、 

「本人がやりたくない」と言ってるから、今そっ

としておこうとか、もうちょっと待ってみようと

いう話になってしまうと思うんです。 

だから、こういうふうにやっていきたいんだ

という気持ちを前面に押し出せる人、そういう人

から支援していくという優先順位はついてしまう

かもしれないですけれども、そういう表明ができ

ない人、できていない人、今の自分は、この生活

でいいんだ、放っておいてくれという人たちをど

うサポートしていくか。その人たちって自分に自

分の権利とか、人権ということを自分で阻害して

しまっているわけだから、それをどうやったら取

り除いていけるかということも含めて、関わって

いくということが必要なんじゃないかなというこ

とを、私は強く思いました。 

以上です。 

（岩本） ありがとうございます。 

今までのお話を受けて、ここで吉野専門官か

ら、まず政策というところと、個々のいろいろな

体験のお話を受けてコメントいただけますか。 

（吉野） 本当に３人のご本人様たちのお話は大

変わかりやすくて、まさに当事者の方中心という

のは、こういうお話の中から我々は政策というの

を考えていかなきゃいけないかなと思いました。 

地域移行って、やはり政策転換があって、今

権利条約の話もありましたけれども、総合支援法
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の理念上、共生社会の実現というのを総合支援法

は基本理念の項に書いているんです。それは平成

２３年度に障害者基本法が改正されたときに「共

生社会の実現」という文言を、第１条の目的に書

いているんです。それを踏まえて、障害者総合支

援法もそれをまずは法理念として掲げた上で、そ

れぞれの障害福祉サービスというものを規定して

います。 

問題なのは、その政策として作ったサービス

がどのように運営されて、活用されて、必要とし

てる方たちのところに届くかということを考えて

かなきゃいけないんですけれども、今、ゆくゆく

はすべからく、意思の表明の難しい方についても、

地域での暮らしをということを海老原さんはおっ

しゃったわけですが、それが単純に政策転換をし

たので、もう地域移行ですということではないん

だと、やっぱり僕は思っています。 

一方で、確かに本人が、例えば「精神科病院

から退院したくない」と言ったのが全てでもない

というのも、また私はそうだと思っていて、私も

現場にいたので、何となくその辺はわかるんです

けど、結局はそのあたりの選択肢というのを、支

援者がどのように見せていくことができるのかと

いうのが、非常に大事なんだと思っております。

その選択肢なくして、例えば１０年とか２０年精

神科病院に入院していた人たちが「地域移行って

政策になったから退院しましょう」と言って、 

「そうだね」となるとは思えないんです。実際に

ならなかったのを私はたくさん見て来ているわけ

です。当然、もう１０年も２０年も病院にいたら、

地域で暮らすことに対しての不安は大きいと思い

ますし、そもそも退院するという選択肢もなくな

っている人もいるかもしれません。 

そうなった人たちに対して、地域での暮らし

というものをどのように選択肢として見せていく

のかということは、やっぱり我々の責任としては

非常に重要なのかなと思ってます。 

政策的にいうと、その中で入院中、あるいは

入所中に使えるサービスとしては地域移行支援と

いうのを作りました。これは平成２４年度から個

別給付化しているんですが、これが本当に使われ

てないんです。 

第４期の先ほど障害福祉計画の話をしたんで

すけれども、第４期の障害福祉計画の中では、大

体全国のそれぞれの市区町村さんが、月にこれぐ

らい使うだろうという数を足したものが、大体平

成２９年度、第４期の最終年で、月、大体４，５

００件ぐらいだったと思います。その４，５００

件が多いか少ないかという議論は、ちょっと置い

ておいて。その中で大体、月、使われてる地域移

行支援というのは５００件ぐらいだったんです。

５００件とか５５０件。つまり実施率でいうと１

２、３％ぐらいしか使われてない。 

まだまだ先ほど精神科病院に入院されてる方、

長期の方たち１７万人いますよとか、まだまだ施

設で地域移行を望んでいる人たちがいらっしゃる

という中で、当然まだまだニーズを満たしていな

いのは明らかな背景がありながらも、実は第５期

の障害福祉計画の中で、地域移行支援の見込み数

というのは下方修正されちゃってるんです。何で

下方修正されるのかというと、使われてないから

です。 

要するに、地域移行支援というサービスは、

今、海老原さんおっしゃったとおり、意欲がない

とか、本人が退院したくないという人たちに選択

肢を提示していくためには非常に重要な支援だと、

我々は考えていて、地域移行支援を活用していた

だくことが、まず一つの、それが全てじゃないん

ですけれども、一つの選択肢としては有効だと思

ってるんですが、これがまずもって届けられてな

いという現状があります。 

なので、これは一つの例なんですが、政策と

いうのはやっぱり作るだけだと、それだけでは満

たされないんですよね。それが必要な形になって、

当事者の方たちに届いているのかどうかというと

ころが、行政機関とか事業者としては考えていか

なければならないところだと思っています。 

次の報酬改定、３３年度です。そうすると、

もう３２年度には１年間かけて報酬改定検討チー

ムの中で具体的な議論がされるということになる

と、今年度、来年度あたりで、次の報酬改定に向

けた弾込めの作業というのが始まるわけなんです。 

なので、皆さんの現場でどういうことが起き

ているのかどうか、本当に必要なサービスが必要

な形になって、当事者の方に届いているのかどう

かという議論を、これはもう協議会等でしていた

だきながら、必要なものはご意見としてどんどん

出していただきたいなというふうに考えておりま

す。 

それからもう一つ、報酬改定３年に１度行っ

てますけれども、障害者総合支援法の見直しも、

３年後見直しが規定されていますので、、また改

正をしていきます。そうすると、今回の改正では

自立生活援助と就労定着支援、児童の部分では訪
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問型児童発達支援というものを新サービスとして

作ったんですけれども、次の法改正のときにはど

ういう形のものを提案していくべきなのかという

ことも合わせて考えながら、当事者の皆さんが望

む、あるいはこれから望んでいかれる地域での生

活の支えとなる制度について議論をしていく必要

があると思っております。 

（岩本） ありがとうございます。 

報酬改定も、あと障害福祉計画なども３年に

１回のサイクルで、携わっている立場としては非

常に忙しいという感じはするんですけれども、そ

うやって実際使いながら、制度、施策というのは

使う中で育てていくというか、そういったものな

のかなというふうに、今、専門官のお話を伺って

思いました。 

今日、大勢の方にいらしていただいて、この

テーマについて少し共有できればというふうに思

っております。フロアの皆様から、是非ご質問、

ご意見等ございましたらご発言いただきたいと思

います。 

できればご自身のお立場、相談支援員である

とか、ご家族のお立場、当事者の立場であるとか、

あと差し支えなければお名前を添えてご発言、ご

質問いただきたいと思います。 

ご質問については、是非どなたに質問かとい

うことを言っていただければと思いますが、いか

がでしょうか。最初にどなたか口火を切っていた

だくと、場が動いていくと思うんですが、いかが

でしょうか。 

是非お願いいたします。 

（質問者Ａ）東京都自立支援協議会の委員でもあ

ります、東京都の三鷹市の○○で当事者スタッフ

をしています○○です。今日ご登壇いただいた皆

様、ありがとうございました。 

まず、厚労省の吉野さんに、まずは一つ質問

は、入院されてる数が多い中で、また死亡退院の

割合がある程度ある中の数を見ると、目標数値が

ちょっと少ない。高齢の方の世代の退院者のパー

センテージと地域移行の数値の目標値が、考えた

ら死亡退院だけでクリアしてしまいそうな数字な

ので、そこら辺がちょっと目標値が少ないんじゃ

ないかなと僕が思ったのと。 

あと、今日コーディネーターの方や当事者の

方、たくさんいらっしゃっていて、皆さんにもお

聞きしていきたいんですけど、海老原さんもお話

ししていただいたとおり、やはり当事者がためら

ってしまったり、諦めてしまったり、表現してい

ないものを酌み取る方とか、酌み取る関係性作り

というのが本当に大事だと思うんですが、コーデ

ィネーターやその間に入る方の必要性みたいなの

が、すごく問われると思うんですけど、そこら辺

を皆さんどうお感じなのかなと思って、質問させ

ていただきました。 

（岩本） ありがとうございます。 

では、最初の質問、吉野さんからお願いしま

す。 

（吉野） この目標数値の立て方なんですけれど

も、確かに死亡退院分も退院というカウントされ

てるところはあるんですが。 

基本的に長期の入院の方の中の議論として、

これもいろいろ賛否両論あったんですが、説明の

ときにもご紹介した、これからの精神保健医療福

祉のあり方に関する検討会というところで、国の

ほうで行った研究事業で、重度かつ慢性について

の定義について研究を行っていただいた結果を踏

まえて、特に基盤整備量として必要な方たちが、

全体の長期入院者の方のうち約４０％ぐらいいる

んじゃないかということに基づいて、一定の指標

を立てております。その見込み数については都道

府県単位に、より具体的な数値目標を立てていた

だくような数式を作って、第５期については、数

値目標は立てていただいているところがあります。 

更に加えて、精神保健資料という６３０調査

という、今の精神科病院での診療実績なんかを取

りまとめている資料があるんですが、それに基づ

いて、例えば○○さんは三鷹市なんですけど、三

鷹市に住民票のある方で１年以上精神科病院に入

院している方が、どこの区、どこの市の精神科病

院に何人いるのかというデータと、三鷹市内にあ

る精神科病院に、どこの市区町村の住民票のある

方が何人入院しているのかというのは、リムラッ

ドシステムというものにおいて公表しております。

がこれによって、長期入院をしている方がどこに、

どれぐらいいるのかという、大体のエリアと規模

はわかるようになっているんです。そこの人たち

にどうアプローチしていくのかということが重要

となるわけです。 

例えば先々週行ってきたんですが、宮崎県の

宮崎市は、大体そのシステムだと５００人ぐらい、

５５０人ぐらいだったかな、宮崎市民である長期

入院者がいるということがわかったんです。でも、

どこの病院に、どういう状態像の人がどれぐらい

いるのか全然わからない。それはわかるわけがな

い、ただの数字なんで、５５０という固まりにな
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ってるんで。それを、その人たちにどう会いに行

こうかという議論を協議会でしたんです。 

そこで、協議会の中で、まずその人たちに対

して全数の意向調査をしたいとなったんです。そ

して保健所が主体となって調査をしました。調査

票は協議会の中で議論をした上で作って、全数調

査をしたんです。その中で、実際に退院したいと

いう意向をした人が１５０人いるとか、その人た

ちはどういう状態像だという報告書を保健所が出

しているんです。 

もちろんいろんな要素が絡んでくるので単純

に、退院したいと意向を示した方が、そのまま対

象になるわけじゃないかと思いますし、１５０人

以外の人たちをどうしようかって議論を含めて議

論をした上で、その人たちに対して、どういうふ

うに今後のアプローチをしていこうかという次の

作戦会議を協議会で引き続きやっているんです。 

これからの地域移行支援は、このように、誰

に対して届けるのかという議論が必要だと思いま

す。もちろん、なかなか全数調査なんて簡単には

できないと思いますし、全数調査したところで、

例えば宮崎市も５５０人の人たちに対して、すべ

からく１年の間に何かできるわけじゃないんです

けれども、多分こういうきめ細やかな取組をして

いかないと、やっぱり対象者ってわからないんで

す、見えない、どこの、誰のことを言っているの

かという話になるわけなんです。それは多分、入

所している施設も同じなんです。施設の中で実際、

地域移行の支援が必要なのか、必要じゃないかと

いう議論を外だけでやっていても、結局は今まで

の施策と余り変わらなくって、海老原さんおっし

ゃったとおり、それは切り分けてるだけなのかも

しれません。 

なので、１００、ゼロの議論は僕はしたくな

いと思ってるんですが、やっぱり１００、ゼロの

議論じゃなくて、きめ細かく今後の生き方につい

て、どういう支援を検討するのかというふうにな

ったときには、やっぱり国が政策的にやっている

中で、それを達成するためにいろんなシステムを

作ったりだとか、地域移行支援という給付を作っ

たりとかってしてるわけなので、それを最大限使

う工夫を是非していただきたいなと思っています。

それがどう届けられるのかというところで、でき

ること、できないことというのが、また見えてく

るので、そのできないことは、これは県や国に要

望や提言をしながら、それぞれが役割を果たしな

がら進めていく必要があるのかなと思っておりま

す。 

大きな数字だけの議論だとおっしゃるとおり

で、なかなかそれだけでは具体的な人の支援に繋

がっていかないんじゃないのかなというのは、僕

も現場上がりなんで、そういうことはちょっと思

いました。 

（岩本） ありがとうございます。 

そういったどなたに届けるかという届け先な

んですけれども、その当事者がためらいとか、な

かなかそういう気持ちの表現が難しいときに、そ

れを酌み取る関係性、それがどういったものかと

いうようなご質問もあったと思うんですが。 

ちょっとほかにも質問を受けたいので、どな

たか代表して、どうですかね、酌み取る、思いを

聞いてくれるような、引き出すような関係性、そ

ういった間に入ってくれる人の存在というのは。 

西さんのあたりで話しますか。 

（小貫） 西さんに第三者が来てくれたことでど

うだったかというのをお話伺った後に、少し私の

ほうで感じていることをお話しできたらと思いま

す。 

（西）  大変、毎回、１週間に１回でしたか楽

しみでした。リヒトのケースワーカー○○さんが

来て、お寿司屋さんやマクドナルドに連れて行っ

てくれました。 

（小貫） 今日、○○さんも来てくださって、先

ほどご挨拶に来て良かったですよね、ありがとう

ございます。 

私のほうでちょっと感じていることを少しお

話しできたらと思うんですが。 

病院の職員の方とかも、日々のケアの合間と

か、相談員の方とかも、ご本人に対してどういう

ふうにしていきたいかということは関わりはして

くださっているというふうに思っていて。 

でも、全く病院、治療をされるという関係性

ではなく、全く第三者の人がぽんと会いに行くこ

とで言えることもあるなと感じていて。 

実は去年、荒川区で私が荒川区の活動をして

いたときに、それこそ吉野さんが先ほどおっしゃ

っていたようなニーズ調査を実施したんです。荒

川区は精神科の病床がないので、荒川区の近くに

ある精神科病院のところに荒川区の方が何人ご入

院してらっしゃるのかというのをお伺いして、事

前情報全くなしに会いに行ったんです。中には、

今ちょっと病状が不安定だからということでお断

りされてしまった病院もあったんですが、４病院

お伺いして、荒川区民の方１０人とお会いできた
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んです。どんな反応があるかなと思ったら、１０

人中７名の方が「退院したい」とぽっとおっしゃ

られたんです。 

本当に短い方で３年、長くて６０年入院して

らっしゃる方とお会いしました。６０年入院され

てらっしゃる方は、やっぱり退院したいと思って

たけど、その方は８０近くとかだったので、「も

うずっとここにいて、この先、ここに任せてるか

ら、もういい」というようなお話もありました。

そこは、何でそこまで入院長引いてしまったんだ

ろうかといろんな思いはありましたが、何もご本

人のこと知らない、何をしゃべっても不利益じゃ

ないという関係性の人が聞きに行くというのは、

そういうふうに表明の機会になることもあるのか

なと思ってます。 

以上です。 

（岩本） ありがとうございます。 

ほかにもご質問をお受けしたいと思いますの

で、いかがでしょうか、どうぞ。 

二人ぐらい伺ってから、こちらにと思います

ので、まず最初に手を挙げた方、お願いします。 

（質問者Ｂ）すみません、座って。 

こんにちは。発表の方、お話ありがとうござ

いました。 

私、板橋の障害者施設の○○のメンバーです。

質問ではないんですけど、当事者の方にお話しし

たいなと思ってマイクを取りました。 

私、○○と申します。よろしくお願いします。

上京して５年目になりますが、精神の治療のため

に東京のほうに出てきました。５年間の間に４、

５回入院しました、精神のほうで。入院中は絶望

的で、生きることを諦めていました。退院はもう

できないだろう、嘆いていました。福祉サービス

とか知人、友人、そして家族の支えがあって、生

きることにしました。 

私、必ず退院して仕事復帰したいなと、幸せ

になりたいなという気持ちが強くあって、退院す

ることになりました。西さんも言ってましたよね、

「退院したいという気持ちが一番大事だ」と、私

もそう思います。 

今、退院して１年目なんですけど、仕事復帰

できました。○○という障害者施設でスタッフの

ほうで、指導のもとで今働いてるんですが、今は

無理なく、焦らず、私らしく頑張ってます。働く

ことがとても楽しくて、うれしいです。 

だから当事者の皆さん、諦めないでください。

決して一人ではないです。皆さん応援しています。

考え方一つで人生変わります、楽しくなります、

生きていきましょう、プラス思考で道は開きます。 

ということで、すみません、当事者なんです

けど、皆さんにエールを送りたいと思います。 

すみません、失礼します。 

（拍手） 

（岩本） ありがとうございました。 

ほかにご質問で手が挙がった方がいらっしゃ

ったと思うんですが、先にそちらが挙がってたの

でお願いします、前の男性の方。 

（質問者Ｃ）今日は、貴重なご講演をいただきま

して、本当にありがとうございました。 

私は目黒区にあります○○で相談支援専門員

をしています、○○といいます。私自身は、もと

もと発達障害で、弟は、今この練馬で、知的障害

で、グループホームと就労移行を使って就労をし

ています。 

話しているときに泣いてしまって、すみませ

ん。 

当事者の皆さんに二つほどお聞きしたいこと

があります。 

一つは、先ほども少し出たんですけど、皆さ

んにとってどんな支援員がいてくれたらいいです

か、先ほどもありました言葉遣いでもいいですし、

明るいとかでもいいし、すごく知識がたくさんあ

るとか何でもいいんですが、皆さんにとってどん

な人がそばにいてくれるといいかなというのが一

つ聞きたいです。 

もう一つは、地域で今、皆さんそれぞれの形

で、生まれたところでない方もいらっしゃいます

し、住み慣れてないところで生活している方もい

らっしゃると思うんですけど、今こうやって地域

に出て生活をするというところで、これからどん

な目標とか目的とか、どんなことを考えてこれか

ら生きていたいなというか、こんなことをやりた

いんだということが伺えたらと。 

すみません、二つ欲張って質問なんですが、

聞けたらと思います。よろしくお願いします。 

（岩本） ありがとうございます。 

時間がちょっと限られているので、ちょっと

合わせて、これだけは聞いておきたいという方が

いらっしゃったら、ちょっとここで手を挙げてい

ただいて、まとめてお答えいただこうと思います

が、いかがでしょうか、大丈夫ですか。 

いらっしゃいましたか、お願いします。 

（質問者Ｄ）東京の多摩市にある○○病院の

○○です。今日は本当に貴重なお話をありがとう
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ございます。 

私はふだん、精神保健福祉士で、相談支援専

門員で地域移行なんかにも関わらせていただいた

りとか、あと働きたい方の就労支援なんかやって

いるんですけれども、今日特に意思表明できない

という方についての今後の支援のあり方というと

ころが、すごい大きな課題だなと思いました。就

労支援も同じで、働きたいということ自体が言い

出せなかったり、諦めてしまったりとか、社会に

出る不安があったりということが言われているん

ですが、地域移行も同じかなと思っていて、やっ

ぱり諦めていたり、社会に出る怖さがあったりと

か、言い出せなかったりということがあると思う

んですけれども。 

そういう意思表明の確認というか、例えば退

院することに、さっきニーズ調査というお話もあ

りましたが、退院することに興味があるのかとか、

退院するに当たってどんなことがバリアになって

いると思うかとか、そういうことを意思表明の確

認の機会というのが年に１回とか、特に長期にな

っている方は半年に１回とか、そういうきちんと

ご本人に聞いていく作業がすごく大事になってき

て、それが病院の職員なんかもできるんじゃない

かなと思うんですけれども。 

どうですかね、当事者の方にお聞きしたいん

ですが、そうやって聞いてもらえると意思表明し

やすいかというところですね。そもそもあんまり

周りの職員が退院したいかどうか聞いてなくて、

言い出せない患者さんも実はたくさんいて、長期

になってしまっている方も多いんじゃないかなと

思うんですけれども、いかがでしょうか。 

（岩本） ありがとうございます。質問ありがと

うございます。 

ちょっと今３点ご質問をいただいて、どんな

支援者がいいかという、どんな切り口でもいいか

ら、どんな支援者がいいのかということと、あと、

これからの地域生活の目的、目標とか。それから、

やはりどうやったら自分の意思を言えるかと、言

える状況ってどういうことかという３点、合わせ

てご質問だったので、答えやすいものをそれぞれ

答えていただくような。時間がすみません、限ら

れているので、少しどれか質問を一つ、どれか一

番自分が答えやすいものを答えていただくという

ことで。 

じゃあ西さん、村中さん、そして海老原さん

の順番でよろしいですか。 

お願いします。 

（西）  リヒトのケースワーカーと外出したと

きに、患者さんたちが毎回、いつも、「どこに行

ってきたの、何食べてきたの」と、「いいな」と

おっしゃってました。それも意欲になるんじゃな

いでしょうか。 

（小貫） 自分の気持ちを酌み取って、いろんな

ところをサポートしてくれるような支援者がいて

くださるといいというような理解でよろしいでし

ょうか。 

（西）  はい。 

（岩本） ありがとうございます。 

あと、なかなかイメージできないと、自分も

こうしたいということが言えないので、あの方、

一緒にどこかお買い物に行ったんだとか、身近に

そういう人を見ることで、私もやってみたいとい

う意思に繋がっていくというのも、今のお話であ

るのかなと思って伺いました。ありがとうござい

ます。 

村中さん、どんな支援者がいいかとか、これ

からの目標とかありますか。 

（久保） どんな支援員さんがいいですかを言い

たいということです。 

（村中） ゆるりの職員です。 

（久保） 今、支援している職員さんがいいと言

ってますけども、どうですかね、どんな特徴があ

るかな、支援者は、優しいですね、人当たりが優

しい、余り上から支援をする人たちじゃないなと

いうのを感じている支援チームだと思います。 

知的障害って、比較的さっき赤ちゃん扱いみ

たいなのありましたが、上から言っちゃうってよ

くあるんですけど、ゆるりの支援チームは何てい

うんでしょう、同じ目線に立ってるような気がし

ています。ちゃんとお話聞いてくれるという姿勢

があるかなというふうに、私の判断入っちゃって

ますけど、いいですか。 

（村中） あってます。 

（岩本） 村中さん、よろしいですか、優しい。 

（村中） そうですね。 

（岩本） 優しくて、自分が安心できる感じです

かね。 

（村中） 安心できて、話もできる。 

（岩本） お話ができる。そういう支援者がいい

ということですね。ありがとうございます。 

では、海老原さん、お願いします。 

（海老原）私は今後の目標と、地域移行をどう進

められるかということについてですけど。 

目標については、私、一人暮らしを１７年に
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なって、これからどうやって生活していこうかな

ということですけど、進行性の病気なので、どん

どん重度化して、どんどん必要なことが増える、

介助も増えるし、医療も増えてるという状態の中、

「ほら見ろ」と言われないようにしたいなと。

「やっぱり病院にいたほうが安全じゃなかったか」

と言われないように、必要最低限、自分の体調管

理をちゃんとして、在宅でやっていけるというこ

とを見せ続けていきたいなということが一つと。 

さっき西さんがおっしゃったこととかぶるん

ですけど、病院とか施設の人が「地域移行したい

かどうか」って聞き続けることはもちろん大事な

んですけど、地域生活がどういうものなのかとい

うことを経験したことがないし、見たこと、聞い

たこともなければ、「したいですか」と言われた

って、「したい」と言えるわけないわけです。シ

ョートケーキ知らなかったら「ショートケーキ食

べたいですか」って言われて、「はい」って言わ

ないじゃないですか。 

だから聞くだけじゃなくて、いろんなことを

体験できる、さっきグループホームのゆいさん最

高だっておっしゃってましたけど、そういうふう

にちょっとでも体験できたり、外に出て行けたり

という経験を合わせてやっていかないと、やっぱ

りそういうことは促進はできないんじゃないかな

というふうに思っています。 

以上です。 

（岩本） ありがとうございます。 

これからいろいろお話が聞けるような雰囲気

なんですけれども、時間になってきました。 

すみません、最後、吉野専門官、今日のセミ

ナーを振り返って、一言コメントをお願いします。 

（吉野） 本当にいい話が伺えましたし、いい意

見交換ができたんじゃないかなと思っています。

国は、これからも政策を進めていきますし、皆さ

んのご意見をいただきながら、また先ほどお話し

したとおり、今後も報酬改定や法改正が行われて

いきますが、それは政策のための政策であっては

ならないと、私は思っています。現場の方が使い

やすいものに改正しつつ、それを当事者、使う方

たちに、事業者の皆さんが適切に届けていただく

ということを含めて、これからもいろいろな検討

を進めてまいりたいと思います。国、県、市町村

で現場の先に当事者の皆さんがいらっしゃるので、

政策はそこに一本繋げていかなきゃいけないと思

ってます。そこに一本筋が通らない限り、なかな

かいい政策にはなっていかないと思いますので、

本日のセミナーも１年に１回の単発で終わらすこ

となく、皆さんの周辺、地元で倦まず弛まず続け

ていきながら、障害者の方が望む生活の実現に繋

げていっていただきたいと思っていますので、ど

うぞ、これからも引き続きよろしくお願いいたし

ます。 

今日はありがとうございました。 

（拍手） 

（岩本） ありがとうございます。 

もう時間ですので、ちょっとまとめというこ

とも、ちょっと時間がないんですけれども、今も

吉野専門官がおっしゃったように、今日は大きな

話から本当にお一人お一人の生活についてお話し

いただいたので、それが本当に繋がっているとい

うことを感じられた時間だったと思います。 

そして皆様のお話、すごく心に響くものがあ

りました。そして聞いてくださっている皆さんも、

本当に共感して一緒に聞いてくださって、このセ

ミナーを作ってくださったというふうに思います。

これから皆様、いろいろな生活とか、お仕事とか

あると思いますので、その場で、またこういうこ

とを生かして、あと政策というのは本当に声を上

げて、根拠みたいなのを示さないとなかなか形に

なっていかないので、そういったものを示すお一

人お一人になって、繋いでいただきたいなと思い

ます。 

今日は本当にパネルディスカッションの皆様、

そして吉野専門官に貴重なお話を伺いましたので、

改めて、これで拍手をお願いいたします。 

ありがとうございました。 

（拍手） 

（岩本） それでは、お渡しいたします。 

（司会） ご登壇いただきました皆様、どうも本

当にありがとうございました。 

本日ご来場いただきました皆様、長時間にわ

たりご清聴いただきましてありがとうございまし

た。 

以上をもちまして、平成３０年度東京都自立

支援協議会セミナー、第２３回東京都障害者福祉

交流セミナーを終了いたします。 

皆様どうぞお気をつけてお帰りください。 

（事務局）最後に事務局からご連絡いたします。 

次回以降の参考とさせていただきますので、

アンケートへのご記入をお願いします。お帰りの

際、会場出口でスタッフへお渡しください。 

お忘れ物のないようお帰りください。本日はどう

もありがとうございました。 


